
データサイエンティスト検定™
リテラシーレベル

書籍（第2版）掲載の模擬試験（45問）の解説

※	『最短突破　データサイエンティスト検定（リテラシーレベル）公式リファ
レンスブック　第2版』に掲載した問題の解説です。「初版」に掲載した模
擬試験の解説ではありませんので、ご注意ください。
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q1 c 問題のベン図では、集合Aと集合Bの両方に含まれ
る要素の集合が表されています。これは積集合と呼
ばれ、「AかつB」と表現されます。

59

Q2 a 標準偏差は分散の平方根を取った値であるため、ま
ずは分散を求めます。データの平均は(5＋1＋0
－1＋6)/5＝2.2と求められます。ここから、分
散は{(5－2.2)2＋(1－2.2)2＋(0－2.2)2＋(－1－
2.2)2＋(6－2.2)2}/5＝7.76となります。この平
方根を取ると、標準偏差は2.79とわかります。

29

Q3 a 今回の問題では、100m走のタイムと給与の額に
は、一方が変化すれば他方が変化するという関係性

（相関関係）があることを主張しており、原因と結果
の関係（因果関係）があるとは主張できないことに注
意が必要です。b ～ dは、いずれも因果関係を主張
しており、相関関係を主張しているaが適切だとわ
かります。

34

Q4 b 変数xによる偏微分のため、xが含まれていない項の
偏微分の値はすべて0となります。xが含まれている
のは8x2とxの2つのみであり、それぞれの偏微分
の結果は16xと1になるため、bが適切だとわかり
ます。

55

Q5 b 指数関数とは、y＝axの関係を持つ関数を指します。
このとき、xが1増えるとaの指数が1増える、つま
りxが1増えるとaを底としたyの対数が1増えると
言い換えることができます。よって、指数関数は
y軸を対数にした片対数グラフが直線となります。
また、先ほどの指数関数を対数関数で表現すると、
logay＝xと表せます。このとき、x軸をaを底とした
対数、つまりlogaxで取ると、x＝yの直線関係が描
けることがわかります。よって、対数関数はx軸を
対数にした片対数グラフとなります。なお、両対数
グラフとは、xもyも対数を取って表現したグラフの
ことをいいます。もし、わからなくなった場合は、
具体的な値をaに代入し、実際にグラフを書いてみ
るとよいでしょう。

41
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q6 d Precision（適合率）は、正例と予想したレコードの
うち、実際に正例であるものの割合を指します。問
題の混同行列では、故障すると予測されたものは左
列の値を足した110＋20＝130で、そのうち実
際に故障しているものは110レコードであるため、
Precisionは110/130＝0.85と求められます。

80

Q7 c 交差検証では、全データをランダムにブロックに
分け、そのうちの1ブロックを検証データ、残り
を学習データとしてモデルを作成します。この
ケースでは、用意されているデータが1万件で、
そのうち学習データを8千件としているため、検
証データは2千件です。よって、データセットを
10000/2000＝5ブロックに分割しており、5ブ
ロックそれぞれが検証データとして使用されるた
め、学習と評価の実行を5回行うことになります。

136

Q8 a 仮説検定では、否定したい仮説を帰無仮説、主張し
たい仮説を対立仮説に設定します。この問題では、

「夏期講習を受講した生徒の学力が受講前の学力よ
りも高くなっている」ことを主張したいため、これ
を対立仮説に設定します。また、この主張の否定（帰
無仮説）は、「夏期講習を受講した生徒の学力が受講
前の学力よりも高くなっていない」、つまり「夏期講
習前後で生徒の学力に差はない」ということなので、
適切な組み合わせはaとなります。

85

Q9 a デンドログラムを見ていくつかのグループに分ける
際には、指定したグループの数だけクラスターが存
在している箇所に横線を引くことで判断しやすくな
ります。クラスターが5つ存在するのは、Aのクラ
スターと（B, C）のクラスターが結合したときです。
その箇所に横線を引いてグループを確認すると、5
つのグループは（ABC）（D）（E）（F）（G）です。よっ
て、aは不適切だとわかります。なお、類似度の高
さは、階層がどの高さでまとめられるかで判断しま
す。BとCは最初にまとめられる（最下部でまとめら
れる）ので、類似度が高いと判断します。

93
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q10 d a.  原点を0以外に設定すると、棒の長さと実際の
スケールがずれ、誤った解釈を導く可能性があ
るため不適切です。

b.  ヒストグラムは1つの定量属性のみを受け入れ
るため、各層のデータを違う色で表現する、つ
まり定性属性を追加するのは不適切です。

c.  3D円グラフで立体的に示すと、実際の割合と
視覚的な感覚がずれ、誤った解釈を導く可能性
があるため不適切です。

d.  増加していることを強調するために矢印を重ね
ることは、わかりやすく伝わる適切な表現の１
つです。

118

Q11 c 時系列データでは、値の変化に様々な要素が関係す
るため、それらを分解して解釈する必要がありま
す。時系列データを分析する場合、ばらつきや外れ
値をいきなり見るのではなく、大局的に長期トレン
ドや季節変動などの取り出したい傾向を見極めるこ
とを優先することが大事です。また、ばらつきや外
れ値は、短期的変動である場合とノイズである場合
の両方のケースがあるので、いきなり削除対象とす
るのはよくない判断ともいえます。

125

Q12 a データの中に外れ値が存在する場合、すべてのデー
タを用いて算出する統計量は影響を受けます。選択
肢のうち、データのすべてを用いる統計量は平均
と、平均を用いて算出する標準偏差です。よって、
平均が外れ値に引っ張られるとしているaが適切で
あるとわかります。

123

Q13 a 問題文から、学習用データに対する予測精度が非常
に良いにもかかわらず、テストデータに対する予測
精度が低いことがわかり、過学習の状態だといえま
す。過学習を対策するときは、bのようにパラメー
ターを増やすとモデルの自由度を高くなり、より過
学習が起きやすくなることが多いため、aのように
正則化を加えるなどしてモデルの自由度を下げるこ
とが多く、aが適切であるとわかります。

131
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q14 b 深層学習では、学習用の大量のデータを渡すこと
で、特徴量を自動的に抽出することができます。そ
のため、人間が特徴量を定義する必要がなく、bは
不適切であるとわかります。

144

Q15 b パディングとは、不足する部分を適当な色のピクセ
ルで埋め合わせる処理を指し、これによって画像サ
イズを揃えることができます。例えば、画像データ
の縁に0を挿入することで画像サイズを変えないよ
うにする処理をゼロパディングといいます。なお、
a、c、dはそれぞれ、リサイズ、トリミング、正規
化を表しています。

151

Q16 d 公開鍵暗号化方式では、公開鍵と秘密鍵の2つを利
用し、情報の伝達を行います。送信者は、受信者が
公開した公開鍵を用いて受信者に暗号化したデータ
を送信し、受信者は自身のみが保有している秘密鍵
を使って復号します。よって、公開鍵を不特定多数
の相手に公開しても秘密鍵を非公開にしているため
情報は守られており、dが適切であるとわかります。

213

Q17 a ER図では、データのまとまりであるエンティティ
間の関係性を結合によって表現することができます
が、データの値自体の関係性を説明することはでき
ません。よって、データ間の相関関係を説明するこ
とはできないため、aが不適切であるとわかります。

170

Q18 c 問題文のデータ定義では、繰り返される項目がな
く、レコード単位の情報になっているため、第一正
規化の条件を満たしています。さらに、第二正規化
の条件を満たしています。一方で、会員レベルID
で会員レベルを一意に特定できるため、会員レベル
は会員レベルIDに推移関数従属しています。よっ
て、第三正規化の条件は満たしておらず、cが適切
であるとわかります。

171
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q19 b Hadoopで は、 ネ ッ ト ワ ー ク で 接 続 し た 複 数
のコンピューターで分担して処理を行います。
Hadoopのデータ処理の仕組みに用いられている
MapReduceアプリケーションでは、巨大なデー
タを処理できる反面、特定のレコードを指定した
データの更新はストレージに対する読み書きが何度
も発生するため、あまり推奨されません。よって、
bが適切であるとわかります。

175

Q20 b SQLで未入力を表す場合は、「""」や「''」で表現をし
ます。また、未成年は20歳未満と言い換えられる
ため、これらをandでつないだbが適切であるとわ
かります。

178

Q21 d 文字列を日付型に変換する関数としては、TO_
DATE関数があります。これは、第一引数に変換し
たい文字列、第二引数に変換後のフォーマットを指
定することで日付型に変換することができる関数
です。今回は年（Year）・月（Month）・日（Day）を
YYYYMMDDで指定しています。

186

Q22 c BIツールによるデータ可視化の際には、対象とな
るデータを選定し、目的に合わせたグラフで可視化
することが重要です。また、必要な情報だけを可視
化するためにデータを絞り込み、理解しやすいよう
にグラフの体裁を整えることも求められます。よっ
て、a、b、dは比較的重要度が高い作業です。対して
cの「データ作成年月日」は、必ずしも「データその
ものが示す日付」と一致するわけではなく、必要性
が低い作業だとわかります。

194

Q23 c クラウド提供者が提供する機械学習のマネージド
サービスは、各クラウドベンダーがオリジナルの分
析支援ツール等を提供するケースもあるため、オー
プンソースで提供されているとはいえません。ま
た、高負荷な処理が可能なマネージドサービス等で
は、使用した分だけ料金が発生する場合がありま
す。よって、cが不適切だとわかります。

163
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q24 d 0の入力というエラー系のテストであり、プログラ
ムの内部構造を意識しない検証のためブラックボッ
クスとなり、dが正解となります。

201

Q25 c SELECT以降の記述から、都道府県と平均年収が
表示されることがわかるため、bかcに絞られます。
また、ORDER BY以降の記述で、DESCと記載があ
るため、結果を平均年数の降順で表示することを命
令しています。よって、cが適切であるとわかりま
す。

207

Q26 a 分析プロジェクトを成功させるためには、目的の明
確化と、現状把握が重要です。プロジェクトがどの
ような状況に置かれており、何が課題なのかを明確
にすることで、その後のアプローチが外れにくくな
ります。また、実際の分析に移る際も、受領した
データの確認やデータ取得過程の把握を怠ってしま
うと誤った結論を導いてしまう可能性があります。
よって、受け取ったデータを確認せず、やみくもに
機械学習を実行しているaが不適切であるとわかり
ます。

226

Q27 d aは、近隣地域の学校行事やクリスマス等があると
お客さんが増えるという主張から導かれる仮説で
す。また、金曜夜や土日の昼にお客さんが多く、月
曜日に少ないという主張からbとcの仮説を導くこ
とができます。一方で、DMについては、これまで
のヒアリングからは情報が得られていないため、d
が誤りであるとわかります。

227

Q28 a 本題のケースのようなデータが一定期間欠損してい
る場合は、依頼主への確認や分析対象からの除外を
することが必要です。aは、データの欠損を自身の
解釈で埋めてしまうことになってしまい、その結果
正しいデータを用いずに分析しているため、不適切
であるとわかります。

230
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q29 c aは、近所で販売している/していない化粧品ブラ
ンド名は、知っている化粧品ブランド名に含まれる
ため、不適切です。bは、年代は生年月日に含まれ
るため、重複が起きています。dも、居住している
地域が、居住している都道府県に含まれるため、重
複が起きています。よって、cが適切であるとわか
ります。このようなMECEな設問設計は、回答デー
タの質の向上につながるため、入念なチェックが必
要です。

236

Q30 c データやAI技術の発展による悪用や倫理的な問題
としては、aやbに該当するAIによるフェイクの生
成、dに該当する差別的なAIの構築などが挙げられ
ます。cは、AIの悪用や倫理的な問題ではなく、精度
が低いAIの利用に関する問題であるため、cが正解
となります。

231

Q31 b 特化型AIとは、文字通り特定の分野・作業に特化し
たAIです。よって、bとcのいずれかになります。な
お、強い/弱いAIという区分はAIが自意識を持つか
どうかによって区分されるため、特化型/汎用型AI
とは分類方法が根本的に異なることに注意が必要で
す。よって、bが適切であるとわかります。

247

Q32 b むやみにデータを収集するのではなく、分析対象と
なるデータのあたりを付けて、効率的かつ効果的に
行う必要があります。aやdは分析の仮説を元に検討
しており、cは費用面での仮説を検討しています。b
は依頼元に任せているだけで、分析担当として考え
ていないため、この中で適切でないものと考えられ
ます。

254

Q33 a データを分析した結果、仮説と異なる結果が得ら
れた場合は、「データ処理やロジックにミスがない
かを確認すること（d）」と「仮説と異なる結果を受け
入れ、再度思考すること（b、c）」の2つが重要です。
一方で、最初に立てた仮説を正しくするために、
データを勝手に操作すること（a）は、分析者として
不適切な対応であるといえます。

257
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q34 a データの可視化や分析の結果が得られたら、仮説通
りの結果になっているか、またそうでない場合はど
のような原因が考えられるかを解釈する必要があり
ます。aの選択肢にある異常値や外れ値が見つかっ
た場合、そのデータが集計ミスによるものか、適切
な集計の結果得られている異常値や外れ値なのか
を、データ取得者や関係者に確認する必要がありま
す。分析をする都合だけで、異常値や外れ値を削除
してしまうと、本来得られるはずであった貴重な情
報を見逃してしまうこともあります。よって、aが
不適切であるとわかります。

258

Q35 d データ分析によって構築したサービスは、適切なタ
イミングで想定している改善が得られているかを確
認する必要があります。サービス内容や環境の変化
によってこれまでと異なるデータが発生し、モデル
の精度が落ちることがあるため、モデルの再構築や
メンテナンスが必要となります。よって、aとdが残
りますが、定期的なメンテナンスを納品先に提案し
ているdのほうがより適切であるとわかります。

259

Q36 b AIは人間のように高い精度で分析結果を示してく
れますが、人間の行動を学習するようなAIは、時に
人間のようなヒューマンエラーを犯すこともありま
す。よって、bが適切でないということがわかりま
す。

267

Q37 a ロボットの動作技術は、AI（人工知能）やIoTと密接
に結びついており、これらの活用例の一つといえま
す。そのため、ロボットがこれらの技術に取って代
わるという主張は誤りであり、aが不適切であると
わかります。

267
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q38 a CPSによるデータ駆動型社会では、センサーなど
のデータ取得装置が収集したデータをコンピュー
ターで解析し、定量的な視点を社会の変化に活かし
ていくことが求められます。そのため、IoTによる
モノのデジタル化・ネットワーク化によって、様々
なものの情報を取得・伝達することが可能になるこ
とが非常に重要です。bはAIを搭載したロボット、c
はDX（デジタルトランスフォーメーション）に近い
説明、dはIoT（Internet of Things）に特化した説
明であり、いずれも不十分です。よって、aが適切
であるとわかります。

267

Q39 b オープンデータの普及によって、誰もが使うことの
できる情報の量が増えることで、それらを利用した
新しいサービスにつながる期待ができます。一方
で、企業や個人の機密情報に当たるデータはオープ
ンデータに不適切です。選択肢の中で、各支店の売
上データには顧客名などの機密情報が含まれている
可能性があるため、公開する前に該当情報の削除を
行う必要があります。よって、bが不適切であると
わかります。

267
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q40 b 今回のデータは、最小値4、最大値58、データの
個数が30となっており、度数を集計するための区
間の大きさである階級幅を1にすると、4 ～ 58ま
で55個の階級が存在してしまい、データの個数に
比べて多すぎます。また、逆に階級幅を60にする
と、階級は1個しか存在せず、データの分布を示せ
ません。よってaとdは不適切です。次に階級幅を
30とすると、15個ずつの階級が2個存在すること
を示せますが、このデータの分布を適切に示せてい
るわけではありません。よって、bの10で区切ると、
データの分布を把握することができ、適切であると
わかります。
また、与えられたデータからヒストグラムの階級数
の目安を求める公式として、スタージェスの公式が
挙げられます。階級数をk、サンプルサイズをNと
すると、スタージェスの公式はk＝log2N＋1と表
せます。今回のサンプルサイズN＝30を代入する
と、k＝5.9となり、およそ6個の階級が適切である
とわかります。データの最小値は4、最大値は58
のため、階級幅の目安はおよそ（58－4）/6＝9と
求められ、これに最も近いbが適切であると判断す
ることもできます。ただし公式に入れたものはあく
まで目安であり、必ず元データを見て自身で検討す
ることが必要です。

272

Q41 a 相関関係とは、2つの物事の間で一方が変化すれば
他方も変化するような関係をいいます。また、因果
関係とは2つ以上の物事が原因と結果の関係にある
ことをいいます。ここでは、犯罪の発生と貧困の発
生にどのような関係があるかを考えます。一般的に
は、「貧困率が高い地域ほど生活のために盗難など
の犯罪が起きやすいのではないか？」と考えること
ができ、貧困率が高いほど犯罪発生率が高く、これ
らには原因と結果の関係性があると仮説が立てられ
ます。よって、相関関係も因果関係もあると考える
ことができ、aが適切であるとわかります。

272
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問題番号 解答 解説 該当ページ

Q42 c 観察単位をグループにまとめ、そのグループの全世
帯を対象とした調査を行う方法は、調査対象を地区

（集落）ごとに分類することから、集落抽出法と呼ば
れます。よって、cが適切であるとわかります。aの
単純無作為抽出法は、母集団からランダムにサン
プルを抽出する方法です。bの層化無作為抽出法は、
母集団をいくつかのグループに分け、各層の中から
ランダムにサンプルを抽出する方法で、全世帯を
対象としたものではありません。dの多段抽出法は、
母集団からのサンプル抽出段階が複数あり、それぞ
れの層の中からランダムにサンプルを抽出する方法
です。a、b、dは、無作為による偶然性を利用するこ
とで、母集団の特性に似た標本を選ぶことを期待で
きます。一方で今回のように、出現頻度が低い事象
についても把握したい場合は、集落抽出法が用いら
れます。

272

Q43 c 多変量のデータの可視化の際には、変数の数によっ
て適切な可視化方法を検討する必要があります。特
に変数が4つ以上の場合には、平行線を活用した平
行座標プロットや、複数の散布図を整列して表示す
る散布図行列などが用いられます。cのヒートマッ
プは、2次元データの大きさなどの情報を色や濃淡
で表現する手法であり、4変数のデータを適切に可
視化することができません。よって、cが不適切で
あるとわかります。

272

Q44 c ECサイトに訪れるお客様のアクセスログを活用す
る際には、データ活用に対する同意の取得、個人情
報の加工、漏洩した場合の対応の設定など、あらゆ
る準備が求められます。cは、削除要請があった場
合は該当顧客のデータを全期間削除する必要がある
ため、削除要請前のデータであっても利用すること
は誤りであり、cが不適切であるとわかります。
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Q45 d 予測的データ分析を用いることで、過去のデータを
利用して定期的に起きる事象の予測や検知を行うこ
とが可能です。なお、予測対象となる事象は、その
要因がある程度明らかになっているものである必要
があります。aのように1か月先の未来の事象を正確
に予測したり、bのように突発的な事象を予測した
りすることは難しいとされています。また、予測的
データ分析は予測した事象を未然に防ぐことが目的
のため、cのように予測を観察するのにとどめ利用
しないのも不適切です。よって、dが適切であると
わかります。
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